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南北の対立
後漢末の群雄割拠のなかから，華

か

北
ほく

の
（155～220）
曹
そう

操
そう

，江
こう

南
なん

の
（182～252）
孫
そん

権
けん

，四
し

川
せん

盆地の
（161～223）
劉
りゅう

備
び

の三者が台頭した。

曹操の子曹
そう

丕
ひ

（文
ぶん

帝
てい

）が
（187～226，在位220～226）

，後漢から政権を奪って魏
ぎ

王
220～265

朝を樹立して，洛
らく

陽
よう

に都を置くと，劉備と孫権は，成
せい

都
と

と建
けん

業
ぎょう

（現在の南
ナン

京
キン

市）を都とし

て，それぞれ
221～263
蜀
しょく

と呉
ご

を
222～280
建て，中国は三分された（三国時代）。

　魏は，屯
とん

田
でん

制を実施して農業生産の回復に努め，また九
きゅう

品
ひん

中
ちゅう

正
せい

法（九
きゅう

品
ひん

官
かん

人
じん

法
1

）を制定して有能な人材を集め，華北全域を支配し，ついに

蜀を併合した。しかし実権は臣下の司
し

馬
ば

氏に移り，265年，
（236～290，在位265～290）

司
し

馬
ば

炎
えん

（武
ぶ

帝
てい

）は，魏にかわって晋
しん

（
265～316

西晋）を建てた。280年に呉を滅ぼして中国を

統一した晋の武帝は，自作農に土地を確保させる占
せん

田
でん

・課
か

田
でん

法
ほう

を発
はっ

布
ぷ

して生産の回復をはかり，家ごとに生産物で税をとる戸
こ

調
ちょう

式
しき

を施行し

た。

　しかし内
ない

紛
ふん

と内乱（八
はち

王
おう

の
291～306

乱）によって支配体制がゆるみ，五
ご

胡
こ

が
2

本

格的に華北に移住し，316年，この混乱のなかで晋は滅
めつ

亡
ぼう

した。こう

して華北は，五胡を中心とする諸政権が興
こう

亡
ぼう

をくりかえす五胡十六国
3

の時代に入り，華北の人々の多くが難をさけて江南へと移住した。江

南の豪族をたよって長
ちょう

江
こう

をこえた貴族たちは，司
し

馬
ば

睿
えい

（
（276～322，在位317～322）

元
げん

帝
てい

）を擁立し

て王朝を復
ふっ

興
こう

し
317～420
（東

とう

晋
しん

），建
けん

康
こう

（呉の建業を改称）に都を定め，稲
いな

作
さく

地帯

を基
き

盤
ばん

とする政権を樹立した。

東方の世界帝国3
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Q三国の分
ぶん

立
りつ

　 p.82 Q五胡十六国と東晋　 p.89

1中央が任命した中正官に，地
方の人材を 9等級（九品）にラン
クづけして推

すい

薦
せん

させ，これにも
とづいて中央政府の官

かん

吏
り

を登用
する法。この制度は，隋

ずい

が選挙
の法を行うまでの各王朝で採用
されたが，「上

じょう

品
ひん

に寒
かん

門
もん

なく，下
か

品
ひん

に勢
せい

族
ぞく

なし」といわれたよう
に，豪族の門

もん

閥
ばつ

貴族化を促進す
る結果をまねいた。
2匈

きょう

奴
ど

，羯
けつ

（匈奴の別種），鮮
せん

卑
ぴ

（モンゴル系），氐
てい

，羌
きょう

（チベット
系）に代表される遊

ゆう

牧
ぼく

系のさま
ざまな民族の総称。
3匈奴が政権（漢）を建てた304
年から，北

ほく

魏
ぎ

が華北を統一した
439年までをいう。
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南北の対立
後漢末の群雄割拠のなかから，華

か

北
ほく

の
（155～220）
曹
そう

操
そう

，江
こう

南
なん

の
（182～252）
孫
そん

権
けん

，四
し

川
せん

盆地の
（161～223）
劉
りゅう

備
び

の三者が台頭した。

曹操の子曹
そう

丕
ひ

（文
ぶん

帝
てい

）が
（187～226，在位220～226）

，後漢から政権を奪って魏
ぎ

王
220～265

朝を樹立して，洛
らく

陽
よう

に都を置くと，劉備と孫権は，成
せい

都
と

と建
けん

業
ぎょう

（現在の南
ナン

京
キン

市）を都とし

て，それぞれ
221～263
蜀
しょく

と呉
ご

を
222～280
建て，中国は三分された（三国時代）。

　魏は，屯
とん

田
でん

制を実施して農業生産の回復に努め，また九
きゅう

品
ひん

中
ちゅう

正
せい

法（九
きゅう

品
ひん

官
かん

人
じん

法
1

）を制定して有能な人材を集め，華北全域を支配し，ついに

蜀を併合した。しかし実権は臣下の司
し

馬
ば

氏に移り，265年，
（236～290，在位265～290）

司
し

馬
ば

炎
えん

（武
ぶ

帝
てい

）は，魏にかわって晋
しん

（
265～316

西晋）を建てた。280年に呉を滅ぼして中国を

統一した晋の武帝は，自作農に土地を確保させる占
せん

田
でん

・課
か

田
でん

法
ほう

を発
はっ

布
ぷ

して生産の回復をはかり，家ごとに生産物で税をとる戸
こ

調
ちょう

式
しき

を施行し

た。

　しかし内
ない

紛
ふん

と内乱（八
はち

王
おう

の
291～306

乱）によって支配体制がゆるみ，五
ご

胡
こ

が
2

本

格的に華北に移住し，316年，この混乱のなかで晋は滅
めつ

亡
ぼう

した。こう

して華北は，五胡を中心とする諸政権が興
こう

亡
ぼう

をくりかえす五胡十六国
3

の時代に入り，華北の人々の多くが難をさけて江南へと移住した。江

南の豪族をたよって長
ちょう

江
こう

をこえた貴族たちは，司
し

馬
ば

睿
えい

（
（276～322，在位317～322）

元
げん

帝
てい

）を擁立し

て王朝を復
ふっ

興
こう

し
317～420
（東

とう

晋
しん

），建
けん

康
こう

（呉の建業を改称）に都を定め，稲
いな

作
さく

地帯

を基
き

盤
ばん

とする政権を樹立した。

東方の世界帝国3
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Q三国の分
ぶん

立
りつ

　 p.82 Q五胡十六国と東晋　 p.89

1中央が任命した中正官に，地
方の人材を 9等級（九品）にラン
クづけして推

すい

薦
せん

させ，これにも
とづいて中央政府の官

かん

吏
り

を登用
する法。この制度は，隋

ずい

が選挙
の法を行うまでの各王朝で採用
されたが，「上

じょう

品
ひん

に寒
かん

門
もん

なく，下
か

品
ひん

に勢
せい

族
ぞく

なし」といわれたよう
に，豪族の門

もん

閥
ばつ

貴族化を促進す
る結果をまねいた。
2匈

きょう

奴
ど

，羯
けつ

（匈奴の別種），鮮
せん

卑
ぴ

（モンゴル系），氐
てい

，羌
きょう

（チベット
系）に代表される遊

ゆう

牧
ぼく

系のさま
ざまな民族の総称。
3匈奴が政権（漢）を建てた304
年から，北

ほく

魏
ぎ

が華北を統一した
439年までをいう。
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体で行われた。

　村落社会のまとまりは，村を単位とする教区教会によって象徴され

る。教区司
し

祭
さい

は冠
かん

婚
こん

葬
そう

祭
さい

や日曜ミサなどを通じて日ごろから住民たち

への布
ふ

教
きょう

に努めた。しかし庶民の信仰は，マリア信仰や聖人・聖
せい

遺
い

物
ぶつ

崇
すう

敬
けい

，あるいは泉
せん

水
すい

での治
ち

癒
ゆ

祈
き

願
がん

などにみられるように，土
ど

俗
ぞく

的色
しき

彩
さい

の濃い信心のうえにキリスト教の要素がつぎあわさったものであった。

カトリック教会の
発展と教会改革

カトリック教会は，ローマ教
きょう

皇
こう

を頂点として大

司
し

教
きょう

，修
しゅう

道
どう

院
いん

長，司教，司祭などからなる聖
せい

職
しょく

位
い

階
かい

制
せい

がピラミッド状に形成されていた。司教と修道院長は，信仰生

活の中心として精神文化の権
けん

威
い

であったが，同時に，土地や財産の寄
き

進
しん

を受けて，広い荘園をもつ領主でもあった
3

。このように教会と世
せ

俗
ぞく

社会とのかかわりが深まると，暴力や教会改革などの問題に対して，

聖俗の有力者が協同して取り組むようになる。

　10世紀末からフランスなどで，貴族間の私
し

闘
とう

（自力救
きゅう

済
さい

権の行使）や

教会財産の侵
しん

害
がい

をおさえるために，司教や伯
はく

を中心に「神の平和」運動

がおこされた。また，紛
ふん

争
そう

の際には，法廷で有罪か無罪かを決めず，

対立する両者が妥
だ

協
きょう

することで，おたがいの名誉を損なわないような

解決がはかられた。

　当時は，聖職者の結婚，世俗領主による聖職者の任命はありふれた

ことで，聖職売買もめずらしくなかった。これに対し，11世紀になる

と，フランスのクリュニー修道院を先陣とする改革運動が本格化した。

同時期に神
しん

聖
せい

ローマ帝国でも改革がはじまり，皇帝の支持を得た教皇

レオ
Leo IX

9世が
（在位1049〜54）

1049年に即位すると，ローマ教

会を中心とした教会改革運動が推進された。

また，この時点ですでに，ヨーロッパのキ

リスト教世界は，東のギリシア正
せい

教
きょう

会
かい

と西

のローマ=カトリック教会とに二分されて

いたが，1054年，両教会が破
は

門
もん

しあうこと

によって，分
ぶん

裂
れつ

は決定的になった。

　急進的な教会改革を進める教皇は，教会

を統
とう

制
せい

下に置こうとする神聖ローマ皇帝と

3修道院などは，世俗の領主よ
り農業技術の改良に熱心で，労
働を信仰と結合させた新しい労
働観を生みだした。

Q結婚式の司祭　新郎・新婦の
手を結びあわせる司祭を描いた
14世紀の細

さい

密
みつ

画。教会は日曜ミ
サに加えて，洗礼，結婚，埋

まい

葬
そう

など人生の節目に介
かい

入
にゅう

しつつ，
社会に広く浸

しん

透
とう

していった。

大
西
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地

中
海
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142　第9章 ヨーロッパ世界の形成

り，セルジューク朝
（→p.127）

はアナトリアに進出し占領した。ビ

ザンツ皇帝はローマ教
きょう

皇
こう

に援
えん

助
じょ

を求め，これを機に十字

軍
（→p.152）
がおこった。しかし，第

1202〜04
4回十字軍

（→p.154）
によって首都を一

時占領されて以後，ビザンツ帝国の国力は回復せず，バ

ルカン半島の領土もセルビア人やブルガール人の勢力に

おびやかされた。

　東ヨーロッパにとって，東方から侵入してくる遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

は大きな脅
きょう

威
い

であったが，とくに中世後半にはモンゴル

人やトルコ人の侵入にさらされた。11世紀以後，イスラ

ーム化とトルコ化がすすんでいたアナトリアでは，14世

紀半ばに新
しん

興
こう

のオスマン朝
（→p.218）

が勢力をのばし，バルカン半

島に進出しアドリアノープルを占領して，周辺のキリス

ト教勢力をやぶった。14世紀末までには，ドナウ川以南の地はほとん

どオスマン朝の支配下に入った。

　ビザンツ帝国もオスマン朝の攻撃にさらされ，1453年にはコンスタ

ンティノープルが陥
かん

落
らく

し
（→p.118，215，218）

，ここに帝国は滅
めつ

亡
ぼう

した。滅亡前後にイタリ

アに避難したビザンツの知識人は，ルネサンス
（→p.164）

の学問や思想の発展に

少なからぬ寄
き

与
よ

をすることになる。

スラヴ人の諸国家
インド=ヨーロッパ語系のス

Slavs
ラヴ人は古くはド

ニエプル川流域に住んでいたと考えられるが，

ゲルマン人の大移動によって，そのスラヴ人も移動を強
し

いられた。ス

ラヴ人はしだいに各地に広がり，南下してバルカン半島に住みついた

南スラヴ人（セルビア人やクロアティア人など），西方に向かった西ス

ラヴ人（ポーランド人やチェック［チェコ］人など），東方に広がった東

スラヴ人（ロシア人など）に分かれた。

　これらのうち，ポーランド人は10世紀ごろ国家を形成し，チェッ

ク人は9世紀にモラヴィア王国を建て，10世紀にベーメン（ボヘミア）

公国
2

を建てた。ロシアの地では，9世紀に毛皮交易の中心地にノヴゴ

ロド国
3

がつくられ，さらに南にはキエフ公国が形成された。キエフ公

国はビザンツ帝国との交流を重ね，10世紀末には
（在位980〜1015）

大
たい

公
こう

ウ
Vladimir I

ラディミル1

世がビザンツ皇帝の妹と結婚し，ギリシア正
せい

教
きょう

を国教とした。スラヴ

2公国や大公国は，貴族の爵
しゃく

位
い

によるよび方である。ヨーロッ
パでは，時代や地域により異な
るが，公・侯・伯・子・男（爵）
などの称

しょう

号
ごう

がある。
3首長リューリックに率いられ
たノルマン人（→p.148）の一派ル
スがノヴゴロド国を建て，この
ルスがロシアの語源になったと
される。この建国説をノルマン
説といい有力視されているが，
ロシアの学者はこの説を否定し
がちである。
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p.59, 143

地

中
海

アドリア海

海

黒

海

バ

ド ニ エ 

ド　ナウ川

プ 
ル 川 

ル
ト リトアニア

ビ ザ ン ツ 帝 国セルビア ブルガリ
ア王国

セルジューク朝

クロアティア

ハンガリー王国

ベーメン

キエフ公国

ポーランド王国神聖ローマ
帝国

ローマ

キエフ

コンスタン
ティノープ

ル
アドリアノ

ープル

0 500km

5

10

15

20

25

30

1 唐の崩壊後の東アジア　175

大運河と開封 京開封府は，南北から黄
こう

河
が

に

のびる大運河の結
けっ

節
せつ

点に位置している。この経済

的な利点によって，唐
とう

が滅んだのち，洛
らく

陽
よう

に都を

置いた後
こう

唐
とう

を除き，五
ご

代
だい

から北宋までの首都とし

て選ばれたのは，この開封であった。

　宋代には，宮
きゅう

城
じょう

と皇
こう

城
じょう

（官庁街）からなる大
だい

内
ない

，

その外側の内城（旧城），そして一周26kmあまり

の外城（新城），という三重の城
じょう

壁
へき

で囲まれた城
じょう

郭
かく

都市に成長した。人口は城内だけで60～70万人

であった。各城壁の周囲には，運河兼用の堀がめ

ぐらされ，これらは，城内を横断する
べん

河
が

（通
つう

済
さい

河
か

）や城内にひきこまれたいくつかの小河と，機

能的に連結されていた。こうして首都開封は，大

量の物資を満載した大小の船が運河を行きかう，

商業・消費の大都市として繁
はん

栄
えい

した。

　いっぽう，唐代の長
ちょう

安
あん

城
（→p.92）

といえば，繁華街は東

市・西市という二つの坊
ぼう
のみであり，それも，日

没を迎えて坊門がとじられると，店じまいを急が

ねばならなかった。これに対して開封では，大内

のすぐ外側にある大路・小路が各種の商店街とな

っており，また飲食店・酒屋・妓
ぎ

楼
ろう

・旅館などが

軒
のき

をつらねる繁華街は，内城のいたるところにあ

った。しかも，孟
もう

元
げん

老
ろう

の『東
とう

京
けい

夢
む

華
か

録
ろく

』によると，

深夜営業の「夜
や

市
し

」までもが，各所で堂々と開店し

ていた。

　大内の南門（宣
せん

徳
とく

門
もん

）から内城（朱
す

雀
ざく

門
もん

）にいたる

道には皇帝の専用道路がしかれていたが，この道

にしても庶民はその両側を使うことができ，露店

が立ちならんでいた。この道をさらに南にすすん

で， 河にかかる州
しゅう

橋
きょう

をすぎて朱雀門を通りぬけ

ると，外城の竜
りゅう

津
しん

橋
きょう

にいたる。この南北の通りに

は，肉・魚・豆腐・野菜の揚げ物や煮物，砂糖菓子

とか氷水などを売っている飲食店が列をなしてお

り，「州橋夜市」を中心に，真夜中まで雑
ざっ

踏
とう

がとぎ

れなかった。「唐から宋へ」という時代の移りかわ

りは，このような面からもうかがうことができる。
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べん
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が
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）や城内にひきこまれたいくつかの小河と，機

能的に連結されていた。こうして首都開封は，大

量の物資を満載した大小の船が運河を行きかう，

商業・消費の大都市として繁
はん

栄
えい

した。

　いっぽう，唐代の長
ちょう

安
あん

城
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といえば，繁華街は東

市・西市という二つの坊
ぼう
のみであり，それも，日

没を迎えて坊門がとじられると，店じまいを急が

ねばならなかった。これに対して開封では，大内

のすぐ外側にある大路・小路が各種の商店街とな

っており，また飲食店・酒屋・妓
ぎ

楼
ろう

・旅館などが

軒
のき

をつらねる繁華街は，内城のいたるところにあ

った。しかも，孟
もう

元
げん

老
ろう

の『東
とう

京
けい

夢
む

華
か

録
ろく

』によると，

深夜営業の「夜
や

市
し

」までもが，各所で堂々と開店し

ていた。

　大内の南門（宣
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徳
とく

門
もん

）から内城（朱
す
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ざく

門
もん

）にいたる

道には皇帝の専用道路がしかれていたが，この道

にしても庶民はその両側を使うことができ，露店

が立ちならんでいた。この道をさらに南にすすん
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り，「州橋夜市」を中心に，真夜中まで雑
ざっ
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がとぎ

れなかった。「唐から宋へ」という時代の移りかわ

りは，このような面からもうかがうことができる。
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り，セルジューク朝
（→p.127）

はアナトリアに進出し占領した。ビ

ザンツ皇帝はローマ教
きょう

皇
こう

に援
えん

助
じょ

を求め，これを機に十字

軍
（→p.152）
がおこった。しかし，第

1202〜04
4回十字軍

（→p.154）
によって首都を一

時占領されて以後，ビザンツ帝国の国力は回復せず，バ

ルカン半島の領土もセルビア人やブルガール人の勢力に

おびやかされた。

　東ヨーロッパにとって，東方から侵入してくる遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

は大きな脅
きょう

威
い

であったが，とくに中世後半にはモンゴル

人やトルコ人の侵入にさらされた。11世紀以後，イスラ

ーム化とトルコ化がすすんでいたアナトリアでは，14世

紀半ばに新
しん

興
こう

のオスマン朝
（→p.218）

が勢力をのばし，バルカン半

島に進出しアドリアノープルを占領して，周辺のキリス

ト教勢力をやぶった。14世紀末までには，ドナウ川以南の地はほとん

どオスマン朝の支配下に入った。

　ビザンツ帝国もオスマン朝の攻撃にさらされ，1453年にはコンスタ

ンティノープルが陥
かん

落
らく

し
（→p.118，215，218）

，ここに帝国は滅
めつ

亡
ぼう

した。滅亡前後にイタリ

アに避難したビザンツの知識人は，ルネサンス
（→p.164）

の学問や思想の発展に

少なからぬ寄
き

与
よ

をすることになる。

スラヴ人の諸国家
インド=ヨーロッパ語系のス

Slavs
ラヴ人は古くはド

ニエプル川（ドニプロ川）流域に住んでいたと考

えられるが，ゲルマン人の大移動によって，そのスラヴ人も移動を強
し

いられた。スラヴ人はしだいに各地に広がり，南下してバルカン半島

に住みついた南スラヴ人（セルビア人やクロアティア人など），西方に

向かった西スラヴ人（ポーランド人やチェック［チェコ］人など），東方

に広がった東スラヴ人（ロシア人など）に分かれた。

　これらのうち，ポーランド人は10世紀ごろ国家を形成し，チェッ

ク人は9世紀にモラヴィア王国を建て，10世紀にベーメン（ボヘミア）

公国
2

を建てた。ロシアの地では，9世紀に毛皮交易の中心地にノヴゴ

ロド国
3

がつくられ，さらに南にはキエフ公国が形成された。キエフ公

国はビザンツ帝国との交流を重ね，10世紀末には
（在位980〜1015）
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しゃく

位
い

によるよび方である。ヨーロッ
パでは，時代や地域により異な
るが，公・侯・伯・子・男（爵）
などの称

しょう

号
ごう

がある。
3首長リューリックに率いられ
たノルマン人（→p.148）の一派ル
スがノヴゴロド国を建て，この
ルスがロシアの語源になったと
される。この建国説をノルマン
説といい有力視されているが，
ロシアの学者はこの説を否定し
がちである。
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体で行われた。

　村落社会のまとまりは，村を単位とする教区教会によって象徴され

る。教区司
し

祭
さい

は冠
かん

婚
こん

葬
そう

祭
さい

や日曜ミサなどを通じて日ごろから住民たち

への布
ふ

教
きょう

に努めた。しかし庶民の信仰は，マリア信仰や聖人・聖
せい

遺
い

物
ぶつ

崇
すう

敬
けい

，あるいは泉
せん

水
すい

での治
ち

癒
ゆ

祈
き

願
がん

などにみられるように，土
ど

俗
ぞく

的色
しき

彩
さい

の濃い信心のうえにキリスト教の要素がつぎあわさったものであった。

カトリック教会の
発展と教会改革

カトリック教会は，ローマ教
きょう

皇
こう

を頂点として大

司
し

教
きょう

，修
しゅう

道
どう

院
いん

長，司教，司祭などからなる聖
せい

職
しょく

位
い

階
かい

制
せい

がピラミッド状に形成されていた。司教と修道院長は，信仰生

活の中心として精神文化の権
けん

威
い

であったが，同時に，土地や財産の寄
き

進
しん

を受けて，広い荘園をもつ領主でもあった
3

。このように教会と世
せ

俗
ぞく

社会とのかかわりが深まると，暴力や教会改革などの問題に対して，

聖俗の有力者が協同して取り組むようになる。

　10世紀末からフランスなどで，貴族間の私
し

闘
とう

（自力救
きゅう

済
さい

権の行使）や

教会財産の侵
しん

害
がい

をおさえるために，司教や伯
はく

を中心に「神の平和」運動

がおこされた。また，紛
ふん

争
そう

の際には，法廷で有罪か無罪かを決めず，

対立する両者が妥
だ

協
きょう

することで，おたがいの名誉を損なわないような

解決がはかられた。

　当時は，聖職者の結婚，世俗領主による聖職者の任命はありふれた

ことで，聖職売買もめずらしくなかった。これに対し，11世紀になる

と，フランスのクリュニー修道院を先陣とする改革運動が本格化した。

同時期に神
しん

聖
せい

ローマ帝国でも改革がはじまり，皇帝の支持を得た教皇

レオ
Leo IX

9世が
（在位1049〜54）

1049年に即位すると，ローマ教

会を中心とした教会改革運動が推進された。

また，この時点ですでに，ヨーロッパのキ

リスト教世界は，東のギリシア正
せい

教
きょう

会
かい

と西

のローマ=カトリック教会とに二分されて

いたが，1054年，両教会が破
は

門
もん

しあうこと

によって，分
ぶん

裂
れつ

は決定的になった。

　急進的な教会改革を進める教皇は，教会

を統
とう

制
せい

下に置こうとする神聖ローマ皇帝と

3修道院などは，世俗の領主よ
り農業技術の改良に熱心で，労
働を信仰と結合させた新しい労
働観を生みだした。

Q結婚式の司祭　新郎・新婦の
手を結びあわせる司祭を描いた
14世紀の細

さい

密
みつ

画。教会は日曜ミ
サに加えて，洗礼，結婚，埋

まい

葬
そう

など人生の節目に介
かい

入
にゅう

しつつ，
社会に広く浸

しん

透
とう

していった。
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治運動として北アフリカから中東諸国に波
は

及
きゅう

した（「アラブの春」）。

　しかしいっぽう，この政治変動は，シリア情勢の混
こん

迷
めい

や「イスラミ

ック=ステート」（IS）の活動など，さらなる混乱を生む背景ともなった。

グローバル化と
地球市民

これまでみてきたように，グローバル化の進展

は，脱国家的なつながりを強めた。地球市民と

いう視点に立てば，紛
ふん

争
そう

による難
なん

民
みん

や
（→p.434）

少数派，社会的弱者などの存在

がみえてくる。こうした問題に対しては非
non–governmental organization

政府組織（NGO）の活動も

顕
けん

著
ちょ

で，「国境なき医師団」や人権問題に取り組む「アムネスティー=イ

ンターナショナル」などがある。市民一人ひとりが問題に向きあうこ

とで，グローバル化の負
ふ

の側面を是
ぜ

正
せい

していくことも可能になる。

地域世界のもつ
二面性

グローバル化はさまざまなリスクを自治体や企

業，個人にまで直接的に及ぼすようにもなった。

これを防ぐ一つの有効な手段が地域統合である。参加国の主権を引き

下げるEU，維持するA
アセアン

SEANなどがあるが，いずれも域内の障
しょう

壁
へき

を

下げ，通貨統合や効率的な分業化などで競争力を高め，危機に対し一
いっ

致
ち

して対処するなどして，グローバル化に対応している。

　しかし，こうした地域統合体は，地域の文化や歴史，宗教，道徳を

強調するため，グローバル化に反発する地域主義に転化する可能性も

秘めている。また，地域間を越境する移民をめぐる摩
ま

擦
さつ

やメディア報

道をめぐるトラブルは，地域間の対立を深めている。

グローバル化した
世界と東アジア

東アジアは，GDP世界第2位の中国，第3位の

日本，G20
（→p.429）

の韓国を有し，さらに成長著しい

A
アセアン

SEANなどとの結びつきによって，世界の経済を牽
けん

引
いん

する存在とな

っている。域内では緊
きん

密
みつ

な経済統合が進行していて，人・もの・金・

情報の往来も活発である。そのいっぽうで，東アジアには朝鮮半島や

台湾海
かい

峡
きょう

など安全保障の問題や領土問題もある。また，この地域では

国家が依然として大きな力をもっていて，自治体や企業，組織，個人

などによる問題解決の枠
わく

組みが十分に形成されてはいない。

　こうした状況のなか，東アジアの平和と発展のために日本がいかな

る役割を果たすのか。さらに，この地域に住む一人ひとりが平和と発

展のためにいかなる貢
こう

献
けん

ができるのかが問われはじめている。

�

�

�

�

�チュニジアでは大統領が退陣
し，隣国のリビアでは政権と反
体制派との武力衝

しょう

突
とつ

が生じ，ヨ
ーロッパの介

かい

入
にゅう

もあって，政権
交代が行われた。エジプトでも，
軍が市民の側を支持するなどし
て政権が交代した。
�こうした人権問題に対しては，
1948年に採

さい

択
たく

された世界人権宣
言，76年発効の国際人権規約，
少数民族や先住民，移動労働者
の権利を保護するウィーン宣言
（93年）などの原則がある。また，

98年に採択された「国際刑事裁
判所(ICC)に関するローマ規定」
のように，ジェノサイドや人道
に対する罪，戦争犯罪などにか
かわる個人を訴

そ

追
つい

できる制度が
できつつある。また，紛

ふん

争
そう

地域
では，国連難

なん

民
みん

高等弁務官事務
所(UNHCR)（→p.435）などが，「人
間の安全保障」（→p.420）などの理
念にもとづいて平和構

こう

築
ちく

を行っ
ている。
�ASEAN＋3（→p.424）をはじめ
とする地域統合体は，いずれも
「域外に開かれた組織」であるこ
とを強調し，域内の脆

ぜい

弱
じゃく

なセク
ターを保護すると同時に，グロ
ーバル化を補

ほ

完
かん

する役割を果た
している
�沖縄をはじめとする在日米軍
基
き

地
ち

は，冷
れい

戦
せん

終結後も東アジア
における合衆国の戦略基地とな
っている。

Q「国境なき医師団」の活動
（2004，スーダン）　国境なき医
師団は，紛争，自然災害，飢

き

饉
きん

などに際し，国境をこえて医療
活動に従事するボランティアの
医師団である。政治や宗教から
離れて，中立の原則で活動する。
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北アメリカ植民地
とイギリスの対立

北アメリカの東海岸にあったイギリス領13植

民地は，それぞれ成立の経
けい

緯
い

やキリスト教の宗

派もちがい
1

，相
そう

互
ご

の政治的結びつきはなかった
2

。しかし，きびしい条

件のなかで開拓をすすめた植民者たちは，自立的な気風をもつ点で共

通しており，1619年のヴァージニア植民地
（→p.266）

の議会を最初として植民地

議会などの自治制度をつくりだしていた
3

。

　イギリス政府は，七年戦争
（→p.255，267）

で負
ふ

債
さい

をかかえたこともあり，従来の放

任から一転して植民地への課税と統治の強化をはかった。1765年，イ

ギリス本国政府が印紙法で課税すると，植民地側は，本国議会に代表

議員を送っていない以上「代表なくして課税なし」であると主張し，こ

れを撤
てっ

廃
ぱい

させた。1773年には，本国が茶法を定めて東インド会社に茶

の独占販売権を与えたために，ボ
Boston Tea Party
ストン茶会事件がおこった。本国が

これに制裁措
そ

置
ち

をとると，植民地側は74年にフィラデルフィアで第1

回大陸会議を開いて抗議した。しかし，独立を主張する愛
Patriots
国派はまだ

少数で，国王への忠
ちゅう

誠
せい

派
Loyalists

や本国との関係改善を望む者が多数を占めた。

アメリカ合衆国の
独立

1775年には，ボストン郊
こう

外
がい

のレキシントンと

コンコードで，本国の軍隊と植民地側民兵の武

力衝
しょう

突
とつ

がおこった（ア
1775～83

メリカ独立戦争）。第2回大陸会議がワ
Washington

シントン
（1732～99）

を植民地軍総司令官に任命すると，本国は植民地側の動きを反乱とみ

なし，本格的な軍事行動を開始した。

　独立の正当性を説くト
Thomas Paine

マス=ペイン
（1737～1809）

の『コモン=センス（良識）』は，

爆発的に売れた。大陸会議は愛国派の結集と外国の支
し

援
えん

を期待して，

1776年7月4日，フィラデルフィアでジ
Jefferson

ェファソン
（1743～1826）

らの起
き

草
そう

した独立宣言を発表した。この宣言は，自然法理論
（→p.259）

にも

とづいて基本的人権をうたい，それを侵
しん

害
がい

する政府に対し

ては革命権を主張した。統治は被
ひ

治
ち

者の同意にもとづかな

ければならないという，近代民主政治の基本理念を明言し

たものであった。翌77年，大陸会議は連合規約を採
さい

択
たく

し，

13植民地は連合してア
United States of America
メリカ合衆国の成立をうたった。

合衆国とラテンアメリカ諸国の独立3

1ヴァージニアを最初として，
マサチューセッツなどニューイ
ングランドの諸植民地（→p.266）

のほか，1632年に建設されたメ
リーランド，1681年に新教の一
派であるクエーカー教徒のため
に建設されたペンシルヴェニア，
1732年にイギリスの債

さい

務
む

者救
きゅう

済
さい

のために建設されたジョージア
などがある。
2自営農が中心であった北部の
諸州とは異なり，ヴァージニア
など南部の諸州では，奴

ど

隷
れい

を使
用したタバコ・米などのプラン
テーション経営がさかんで，輸
出先であるイギリスとは経済的
結びつきも強かった。
3植民者たちは，南アメリカの
場合とは異なり，先住民とは融

ゆう

合
ごう

しなかった。

Eボストン茶会事件　ボストン
市民は，茶の陸あげ反対を決議
したが，これが無視されると，
1773年12月，夜間に先住民に変
装して船に乗りこみ，茶箱を海
に投棄する実力行動に出た。こ
れに対し，イギリス本国政府は，
ボストン港を閉

へい

鎖
さ

するなど制裁
を加えた。

5

10

15

20

25

30

3 21世紀の地球的課題と地域世界　433

治運動として北アフリカから中東諸国に波
は

及
きゅう

した（「アラブの春」）。

　しかしいっぽう，この政治変動は，シリア情勢の混
こん

迷
めい

や「イスラミ

ック=ステート」（IS）の活動など，さらなる混乱を生む背景ともなった。

グローバル化と
地球市民

これまでみてきたように，グローバル化の進展

は，脱国家的なつながりを強めた。地球市民と

いう視点に立てば，紛
ふん

争
そう

による難
なん

民
みん

や
（→p.434）

少数派，社会的弱者などの存在

がみえてくる。こうした問題に対しては非
non–governmental organization

政府組織（NGO）の活動も

顕
けん

著
ちょ

で，「国境なき医師団」や人権問題に取り組む「アムネスティー=イ

ンターナショナル」などがある。市民一人ひとりが問題に向きあうこ

とで，グローバル化の負
ふ

の側面を是
ぜ

正
せい

していくことも可能になる。

地域世界のもつ
二面性

グローバル化はさまざまなリスクを自治体や企

業，個人にまで直接的に及ぼすようにもなった。

これを防ぐ一つの有効な手段が地域統合である。参加国の主権を引き

下げるEU，維持するA
アセアン

SEANなどがあるが，いずれも域内の障
しょう

壁
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を

下げ，通貨統合や効率的な分業化などで競争力を高め，危機に対し一
いっ

致
ち

して対処するなどして，グローバル化に対応している。

　しかし，こうした地域統合体は，地域の文化や歴史，宗教，道徳を

強調するため，グローバル化に反発する地域主義に転化する可能性も

秘めている。また，地域間を越境する移民をめぐる摩
ま

擦
さつ

やメディア報

道をめぐるトラブルは，地域間の対立を深めている。

グローバル化した
世界と東アジア

東アジアは，GDP世界第2位の中国，第3位の

日本，G20
（→p.429）

の韓国を有し，さらに成長著しい

A
アセアン

SEANなどとの結びつきによって，世界の経済を牽
けん

引
いん

する存在とな

っている。域内では緊
きん

密
みつ

な経済統合が進行していて，人・もの・金・

情報の往来も活発である。そのいっぽうで，東アジアには朝鮮半島や

台湾海
かい

峡
きょう

など安全保障の問題や領土問題もある。また，この地域では

国家が依然として大きな力をもっていて，自治体や企業，組織，個人

などによる問題解決の枠
わく

組みが十分に形成されてはいない。

　こうした状況のなか，東アジアの平和と発展のために日本がいかな

る役割を果たすのか。さらに，この地域に住む一人ひとりが平和と発

展のためにいかなる貢
こう

献
けん

ができるのかが問われはじめている。

�

�

�

�

�チュニジアでは大統領が退陣
し，隣国のリビアでは政権と反
体制派との武力衝

しょう

突
とつ

が生じ，ヨ
ーロッパの介

かい

入
にゅう

もあって，政権
交代が行われた。エジプトでも，
軍が市民の側を支持するなどし
て政権が交代した。
�こうした人権問題に対しては，
1948年に採

さい

択
たく

された世界人権宣
言，76年発効の国際人権規約，
少数民族や先住民，移動労働者
の権利を保護するウィーン宣言
（93年）などの原則がある。また，

98年に採択された「国際刑事裁
判所(ICC)に関するローマ規程」
のように，ジェノサイドや人道
に対する罪，戦争犯罪などにか
かわる個人を訴

そ

追
つい

できる制度が
できつつある。また，紛

ふん

争
そう

地域
では，国連難

なん

民
みん

高等弁務官事務
所(UNHCR)（→p.435）などが，「人
間の安全保障」（→p.420）などの理
念にもとづいて平和構

こう

築
ちく

を行っ
ている。
�ASEAN＋3（→p.424）をはじめ
とする地域統合体は，いずれも
「域外に開かれた組織」であるこ
とを強調し，域内の脆

ぜい

弱
じゃく

なセク
ターを保護すると同時に，グロ
ーバル化を補

ほ

完
かん

する役割を果た
している
�沖縄をはじめとする在日米軍
基
き

地
ち

は，冷
れい

戦
せん

終結後も東アジア
における合衆国の戦略基地とな
っている。

Q「国境なき医師団」の活動
（2004，スーダン）　国境なき医
師団は，紛争，自然災害，飢

き

饉
きん

などに際し，国境をこえて医療
活動に従事するボランティアの
医師団である。政治や宗教から
離れて，中立の原則で活動する。
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北アメリカ植民地
とイギリスの対立

北アメリカの東海岸にあったイギリス領13植

民地は，それぞれ成立の経
けい

緯
い

やキリスト教の宗

派もちがい
1

，相
そう

互
ご

の政治的結びつきはなかった
2

。しかし，きびしい条

件のなかで開拓をすすめた植民者たちは，自立的な気風をもつ点で共

通しており，1619年のヴァージニア植民地
（→p.266）

の議会を最初として植民地

議会などの自治制度をつくりだしていた
3

。

　イギリス政府は，七年戦争
（→p.255，267）

で負
ふ

債
さい

をかかえたこともあり，従来の放

任から一転して植民地への課税と統治の強化をはかった。1765年，イ

ギリス本国政府が印紙法で課税すると，植民地側は，本国議会に代表

議員を送っていない以上「代表なくして課税なし」であると主張し，こ

れを撤
てっ

廃
ぱい

させた。1773年には，本国が茶法を定めて東インド会社に茶

の独占販売権を与えたために，ボ
Boston Tea Party
ストン茶会事件がおこった。本国が

これに制裁措
そ

置
ち

をとると，植民地側は74年にフィラデルフィアで第1

回大陸会議を開いて抗議した。しかし，独立を主張する愛
Patriots
国派はまだ

少数で，国王への忠
ちゅう

誠
せい

派
Loyalists

や本国との関係改善を望む者が多数を占めた。

アメリカ合衆国の
独立

1775年には，ボストン郊
こう

外
がい

のレキシントンと

コンコードで，本国の軍隊と植民地側民兵の武

力衝
しょう

突
とつ

がおこった（ア
1775～83

メリカ独立戦争）。第2回大陸会議がワ
Washington

シントン
（1732～99）

を植民地軍総司令官に任命すると，本国は植民地側の動きを反乱とみ

なし，本格的な軍事行動を開始した。

　独立の正当性を説くト
Thomas Paine

マス=ペイン
（1737～1809）

の『コモン=センス（良識）』は，

爆発的に売れた。大陸会議は愛国派の結集と外国の支
し

援
えん

を期待して，

1776年7月4日，フィラデルフィアでジ
Jefferson

ェファソン
（1743～1826）

らの起
き

草
そう

した独立宣言を発表した。この宣言は，自然法理論
（→p.259）

にも

とづいて基本的人権をうたい，それを侵
しん

害
がい

する政府に対し

ては革命権を主張した。統治は被
ひ

治
ち

者の同意にもとづかな

ければならないという，近代民主政治の基本理念を明言し

たものであった。翌77年，大陸会議は連合規約を採
さい

択
たく

し，

13植民地は連合してア
United States of America
メリカ合衆国の成立をうたった。

合衆国とラテンアメリカ諸国の独立3

1ヴァージニアを最初として，
マサチューセッツなどニューイ
ングランドの諸植民地（→p.266）

のほか，1632年に建設されたメ
リーランド，1681年に新教の一
派であるクエーカー教徒のため
に建設されたペンシルヴェニア，
1732年にイギリスの債

さい

務
む

者救
きゅう

済
さい

のために建設されたジョージア
などがある。
2自営農が中心であった北部の
植民地とは異なり，ヴァージニ
アなど南部の植民地では，奴

ど

隷
れい

を使用したタバコ・米などのプ
ランテーション経営がさかんで，
輸出先であるイギリスとは経済
的結びつきも強かった。
3植民者たちは，南アメリカの
場合とは異なり，先住民とは融

ゆう

合
ごう

しなかった。

Eボストン茶会事件　ボストン
市民は，茶の陸あげ反対を決議
したが，これが無視されると，
1773年12月，夜間に先住民に変
装して船に乗りこみ，茶箱を海
に投棄する実力行動に出た。こ
れに対し，イギリス本国政府は，
ボストン港を閉

へい

鎖
さ

するなど制裁
を加えた。
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46　 第2章 地中海世界と西アジア

　地中海世界は，なによりもその中心に海をい

だいている。その海はヨーロッパ，アジア，ア

フリカの三大陸を結びつける。地中海沿岸の景

観はかなり似かよっており，丘や山がつらなる。

そこにはフェニキア人やギリシア人の植民活動

以前にも，さまざまな先住民がいた。なかでも，

イタリア半島のエトルリア人はいちはやく文明

を開花させ，ギリシア文化の影響を受けながら

半島中部に大きな勢力を誇った。

　すでに半島に南下していたインド=ヨーロッ

パ語系の定住民のなかから，やがてラテン系の

ローマ人が勢力をのばしてエトルリア人の勢力

を退け，山岳地域の諸部族をやぶり，前 3世紀

初頭には半島全域に覇
は

権
けん

を確立した。さらにロ

ーマは，海洋国家カルタゴの勢力を打倒し，西

地中海に覇権をふるうことになる。東方にも進

出してギリシアやオリエントの先進文明の諸勢

力をも傘
さん

下
か

におさめ，前 1世紀末にはまさしく

地中海全域を統合する世界帝国となった。

　この地中海世界帝国のもとで，広大な地域に

長期にわたる平穏な状態が実現し，後世に「人

類史の至
し

福
ふく

の時代」（ギボン）とたたえられるほど

であった。そこでは，オリエント，ギリシアな
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46　 第2章 地中海世界と西アジア

　地中海世界は，なによりもその中心に海をい

だいている。その海はヨーロッパ，アジア，ア

フリカの三大陸を結びつける。地中海沿岸の景

観はかなり似かよっており，丘や山がつらなる。

そこにはフェニキア人やギリシア人の植民活動

以前にも，さまざまな先住民がいた。なかでも，

イタリア半島のエトルリア人はいちはやく文明

を開花させ，ギリシア文化の影響を受けながら

半島中部に大きな勢力を誇った。

　すでに半島に南下していたインド=ヨーロッ

パ語系の定住民のなかから，やがてラテン系の

ローマ人が勢力をのばしてエトルリア人の勢力

を退け，山岳地域の諸部族をやぶり，前 3世紀

初頭には半島全域に覇
は

権
けん

を確立した。さらにロ

ーマは，海洋国家カルタゴの勢力を打倒し，西

地中海に覇権をふるうことになる。東方にも進

出してギリシアやオリエントの先進文明の諸勢

力をも傘
さん

下
か

におさめ，前 1世紀末にはまさしく

地中海全域を統合する世界帝国となった。

　この地中海世界帝国のもとで，広大な地域に

長期にわたる平穏な状態が実現し，後世に「人

類史の至
し

福
ふく

の時代」（ギボン）とたたえられるほど

であった。そこでは，オリエント，ギリシアな
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